
LIXIL インパクト説明会 2026年4月3日

Copyright © LIXIL Corporation. All rights reserved.

Empowering Change: Scaling Impact in a New Era
（変化を力に：新体制によるインパクト創出の拡大）
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本日の登壇者

瀬戸欣哉
–––––

取締役代表執行役社長兼 Chief Executive Officer

Erin McCusker （エリンマッカスカー）
–––––

執行役専務 Chief Impact Officer,
広報・渉外・Impact戦略担当
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本日の登壇者

大堀龍介
–––––

社外取締役監査委員会委員長兼指名委員会委員

西浦裕二
–––––

社外取締役取締役会議長兼ガバナンス委員会委員長

川合綾（司会）
–––––

常務役員 IR室室長兼 Risk Management管掌
兼 Corporate Treasury 管掌兼 Corporate Real Estate 管掌
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本日のアジェンダ

インパクトの更なる加速による企業価値向上への取り組み .  . . . . . . . . . . . 

インパクト戦略進捗状況のアップデート. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  . . . 

グローバルな衛生課題の解決. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

社外取締役とのパネルディスカッション

Q&A セッション

瀬戸

McCusker

McCusker
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経営の方向性・インパクト戦略の重要性

（存在意義）

LIXILはパーパス達成を追求し、持続的な成長と価値創造を達成するために、事業活動を通じた企業価値の向上と、社会や環
境課題の解決におけるインパクト（良い影響）創出との両立を推進。LIXIL Playbook（経営の基本的方向性）に基づく社会・
環境にインパクトを与える製品・ソリューションの開発・展開は、企業価値向上・パーパス実現のための重要な要素。

社会・環境にインパクトを与える製品・ソリューション

インパクト戦略

支える基盤

優先課題

LIXIL Playbook

革新成長変革注力

インパクト戦略

+
グローバルな
衛生課題の解決

多様性の
尊重

水の保全と
環境保護

自社へのインパクト

企業価値の向上

社会へのインパクト

社会や環境課題の解決に貢献
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事業戦略 × インパクト戦略：LIXILのインパクト創出を加速する力

環境戦略の事業戦略への統合により、新たな収益基盤・成長の柱となる差別化された製品・サービスの開発を実現。
インパクト戦略が事業部門への環境戦略の浸透をサポートし、新たなコア事業創出を加速。今後Chief Impact Officer
（CIO）が事業部門とのブリッジを果たし、社会・自社へのインパクト創出を一層強化。

LHT:循環型低炭素アルミ「PremiAL」
*2025年10月より順次標準展開

LIXIL Playbook

世界中の誰もが願う、豊かで快適な住まいの実現
LIXILの
存在意義

優先課題 組織の簡素化と
基幹事業
への集中

インフレーションと
サプライチェーンに
おける課題への
対応

日本事業の
最適化と新
たな事業成
長の追求

ウォーター
事業におけ
る海外事業
の成長促進

環境戦略の
事業戦略への
統合

新たな
コア事業
の創出

✔

注力 変革 成長 革新

循環型素材「レビア」 布製浴槽を備えた浴室空間「bathtope」

インパクト
戦略

事業戦略

=× 社会・自社へ
のインパクト
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2026年4月1日付執行役体制の変更 –CIOを新設しインパクト戦略推進をより一層強化-

■Chief Impact Officer (CIO) 新設の4つの目的

✔ 従業員エンゲージメントの向上：

インパクト戦略に根差した事業運営を強化する

ことにより、従業員エンゲージメントを向上

✔ 組織横断的なトランスフォーメーション：

執行役としてリーダーシップを発揮することで、

事業戦略とインパクト戦略のブリッジを強化

✔ 執行体制の強化：

経営の意思決定にインパクトの視点を組み込

むことで、ビジネスを通した継続的なインパ

クト創出を強化

✔ 社内外への訴求力の向上：

透明性高く情報を発信することで、LIXILが進める

取り組みと創出するインパクトを社内外に訴求

社内外へのインパクト創出に向けた取り組みへの理解促進を強化し、

企業価値向上・社会課題解決を加速
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本日の説明会の構成

当社は、社会や環境課題のインパクト創出に向けた取り組みをより一層強化し、持続的な企業価値向上・事業の成長
を目指します。

本日のトピック 登壇者

ǒ グローバルな衛生課題の解決

ǒ QAセッション

McCusker Chief Impact Officer

McCusker Chief Impact Officer

登壇者一同

登壇者一同

ǒ インパクト戦略進捗状況のアップデート

ǒ 西浦社外取締役・大堀社外取締役とのパネル

ディスカッション
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事業活動を通じて社会と環境にインパクトを創出

水の保全と環境保護

COϒゼロと循環型の暮らしを

多様性の尊重

すべての人にインクルージョンを

グローバルな衛生課題の解決

すべての人に衛生を

インパクト
戦略

３つの優先
取り組み分野

（存在意義）



11β2024年3月に「SBT（Science Based Targets）ネットゼロ認定」を取得

環境に配慮した持続可能な住まいは、豊かで快適な暮らしの実現でもあります。

生活者と地球の未来を見据え、LIXILでは環境ビジョン2050「 COϒゼロと循環型の暮らし」を推進しています。

3つの重点領域（気象変動対策、水の持続可能性の追求、資源の

循環利用の促進）の主要項目について中期目標を設定し、環境

ビジョン2050の達成に向けて取り組みを加速させていきます。

気象変動対策
水の

持続可能性の
追求

資源の
循環利用の

促進

3つの重点領域

水の保全と環境保護 COϒゼロと循環型の暮らしを LIXIL環境ビジョン2050
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水の保全と環境保護 COϒゼロと循環型の暮らしを ビジョン実現に向けた3つのフェーズ
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水の保全と環境保護 COϒゼロと循環型の暮らしを 3つの重点領域

β1 2019年3月期比 その他、すべて2031年3月期を目標年度とする β2 リサイクルアルミを含む
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水の保全と環境保護 COϒゼロと循環型の暮らしを 2025年3月期時点の主な実績とKPI更新

97% 計画通り進捗 95.3 目標達成

-46.9% 計画通り進捗 -18.5% 計画通り進捗

FYE2025実績 FYE2025実績

FYE2025実績 FYE2025実績

NEW NEW
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Overall 

positionin

g

β指標と目標

2030年3月期までに

女性取締役・執行役比率ה 50%

全世界の女性管理職比率ה 30%

継続年間目標

日本の新卒採用を男女同率ה

多様性の尊重 すべての人にインクルージョンを インパクトの推進
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多様性の尊重 すべての人にインクルージョンを

2030年3月期までに LIXIL全体にインクルージョンの文化を定着させ、

ジェンダー不均衡を是正することを目標に掲げています。

2030年3月期までに

実績β

50%
全世界の
女性管理職

比率

〈年間継続目標 〉

日本の新卒採用
男女同率

50:50
女性取締役・
執行役比率 30%

37.5% 17.4% 52:48

β 2025年3月31日時点

2025年3月期時点の主な実績とKPI
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グローバルな衛生課題の解決 すべての人に衛生を

1億300万人 に到達

目標

2025年までに１億人の人びとの衛生環境の改善を通じて生活の質の向上に貢献

2025年12月時点

目標と進捗の主なハイライト

使用場所 FYE2025時点 FYE2026 Q1-Q3 合計

一般家庭 （または不明） 47,136,485 1,776,482 48,912,967

一般家庭以外 30,985,216 20,606,545 51,591,761

一時的・高頻度利用の公共施設
8,114,000 0 8,114,000

インパクト累積値 リーチ数
86,235,701 22,383,027 108,618,728

5% 損失 -4,311,785 -1,119,151 -5,430,936

損失調整後のインパクト累積合計値 リーチ数
81,923,916 21,263,876 103,187,792

使用場所による累積実績
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これまでの歩み - 10年以上にわたる革新とパートナーシップ

2013

2016

2018

2020

2021
2023

2025

バングラデシュで
「SATO」トイレの
生産と販売を開始

インドとケニアへ
事業を拡大

ユニセフとのグローバルパートナーシップ
「MAKE A SPLASH!」を開始

ユニセフとの
パートナーシップ
「MAKE A SPLASH!」の
活動範囲を6カ国に拡大

世界59の国と地域へ
1,000万台を出荷

2022

SATO
ブランドを

刷新

2030

手洗いステーション
「SATO Tap」を開発

SATO
10周年
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主要展開国・地域および生産拠点

59の国と地域に

1000万台を出荷

9ヵ国

にて各製品を生産

主要展開国・地域

生産拠点のある
主要展開国・地域

β2025年12月31日時点
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パートナーシップの力

サプライチェーンの構築から資金調達支援、衛生習慣の教育・啓発に至るまで、グローバルなパートナー
シップの存在が、1億人の衛生環境を改善するというマイルストーンの達成を可能にしています。
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ユニセフとのパートナーシップ「MAKE A SPLASH!」

(1) パートナーシップ インパクト・レポート 2024-2025 *ユニセフは特定の企業やブランド、製品やサービスを推奨していません

パートナーシップ
インパクト・レポート

2024-2025 (1)

衛生市場強化に向けた５つのアプローチ

.@GLG֕ ᴄ3,'!#$3ט,'ԍԌԎԊԇԇטAyenson

エチオピア、ケニア、タンザニア、インド、インドネシア、ナイジェリアの

6カ国において、1,630万人の衛生環境を改善しました。

政策・制度面の環境整備

28 件の国や地方の政策手段
を制定

需用創出

800万人に情報等を発信

資金調達等の支援

家庭や事業者向けに
総額100万米ドルの金融支援
を実施
衛生改善のための政府予算と
して600万米ドルを割り当て

販売状況の
管理

約11万の衛生製品
およびサービスを
販売・提供

サプライ
チェーンの
構築

200の地方企業を
製品デモや研修等
で支援

https://www.lixil.com/jp/makeasplash/pdf/MaS-impact-update-2024-2025.pdf
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継続する課題：世界の衛生危機

安全に管理された
衛生設備(トイレ)を
使用できない人数

不衛生な水と劣悪な
衛生環境による疾患で
亡くなる５歳未満の子ども

そのうち
日常的に屋外で
排泄をしている人数

家庭で基本的な
手洗い設備を
利用できていない人

1日約1,000人超約3.5億人 約17億人

─5 ⌐1

約34億人

─24 ⌐1─5 ⌐2

世界の衛生環境を改善するためには、今なお多大な取り組みが求められています
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グローバルな衛生課題の解決 すべての人に衛生を 2030年のビジョンと目標

目標

2031年3月期までに、

直接的および間接的に

さらなる1億人の人びとの

衛生環境を改善

ビジョン

私たちは、衛生市場のビジネスモデルとエコシステム、

その両面における持続可能な開発を加速させ、健康、生活の質、

地域経済にインパクト（良い影響）を与えます。

2025

2030

持続可能な市場の構築と
コミュニティの自立支援の継続
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グローバルな衛生課題の解決 すべての人に衛生を インパクトの推進
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毎日10億人以上の生活を支えるLIXIL

β 2026年3月31日時点
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社外取締役とのパネルディスカッション

大堀龍介
–––––

社外取締役監査委員会委員長
兼指名委員会委員

西浦裕二
–––––

社外取締役取締役会議長
兼ガバナンス委員会委員長

瀬戸欣哉
–––––

取締役代表執行役社長兼 Chief 
Executive Officer

Erin McCusker （エリンマッカスカー）

–––––

執行役専務 Chief Impact Officer,
広報・渉外・Impact戦略担当

Erin McCusker（主な経歴）
2016年

2018年
2022年

2026年

米国・ビル&メリンダ・ゲイツ財団 Global Growth &
Opportunity 部門シニアプログラムオフィサー
当社 SATO、最高戦略責任者(CSO)
当社常務役員 SATO 事業部リーダー兼 LIXIL Public  
Partners リーダー
4月より現職

大堀龍介（主な経歴）
1987年

2009年

2024年

野村證券株式会社（現野村ホールディングス株式会
社）入社
JPモルガン（現 JPモルガン・アセット・マネジメント
株式会社） JPM運用本部本部長兼日本株式チーフ・
インベストメント・オフィサー
株式会社LIXIL 取締役（社外取締役）
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外部評価

(1) 免責事項は当社ウェブサイトをご参照ください。社外からの評価・表彰 https://www.lixil.com/jp/about/evaluation.html

GPIFが採用する6つのESG指数
すべての構成銘柄に選定

（2026年3月末時点、継続的に選定されている）(1)

ステークホルダーとの対話や情報開示を通じて、インパクト戦略に基づく活動への理解促進を図り、企業価値の向上へ。

主な外部評価

9年連続

Dow Jones Best-in-Class
Asia Pacific Index

9年連続

FTSE4Good Index Series

CDP

気候変動 A-, 水セキュリティ A-
（2026年1月）

サプライヤーエンゲージメント・
リーダー
（2025年7月）

なでしこ銘柄2026
（2026年3月）

ESGファイナンス・アワー
ド・ジャパン
サーキュラーエコノミー賞
環境サステナブル企業
（2026年2月）

DXプラチナ企業 2025 – 2027
（2025年4月）

日経サステナブル総合調査
「SDGs経営編」 4ᴖ.5
および環境価値賞
（2025年11月）

https://www.lixil.com/jp/about/evaluation.html
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